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第2表．散水効率並びに均等係数，

気組l湿度
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均等　係数

0．95】0．09

響する要素は湿度の影響を受けることになり散水効率は

温度と正の相関を示した．

そこで散水時刻の理想の時間として夜間，早糊の湿度

が高くしかもその時刻は風もほとんどないことから理想

的と考えられる．

その実験として第2表の下段にある如く，8月21日の

日中（13．30～14．30）・夕方（17．50～18．50）・早朝（4．15

～5．15）の3回に亘って散水効率・均等係数を調査した

結果，散水効率では日中77．5％・夕方91．8％・早朝94・3

％であり，均等係数（18研×12桝）では日中80．1％・夕

方82．9％・早朝86．2％でかなりの差が認められた．

しかしながら，実際に落花生・甘藷・大豆・露地メロ

ンに日中と夕方及び早朝と滞漑時刻を変えて散水した場

合には生育収一糾こ及ぼす影響はみとめられなかった．

堆肥散布機の利用性能試験

月　館　鉄　夫・守　屋　高　雄

川　村　五　郎・赤　松　トミエ

（東　北　農　試）

は　　じ　　め　　に

堆肥の施用は地力の維持増進に果す役割りが大きい．

しかし，堆肥の製造・運搬及び散布作業には多くの労力

を要するので，これらの機械化による省力化は重要な課

題であると考えられる．

本試験はまず堆肥散布機の性能を作業工程・作業租度

及び牽引抵抗の面から検討し，利用法を明らかにしょう

とした．

1．作業工程試験

1．試験方法

トラクタは，フォードソン・デキスタ（32PS）を供用

した．供試堆肥散布機の主要諸元は第1表に示した通り

である．供試圃場は，東北虎試経営郡圃場（洪硫火山灰

土）で，小麦収穫跡地を前年秋耕した圃場100fZを用い

た．試験は1961年5月12～13日に行なった．堆肥は圃場

第1表．堆肥散布機の主要諸元
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に近接して唯群された完熟堆肥を使用した．作業人員は

トラクター運転者と助手2名である．散布品詞節目盛は

5段階に分けられているが，この試験では10α当り1，125

た伊（300貫）を散布するものとして，目盛3で，散布間

隔を2．－3轡と＿し，はかわり法，U型旋回を行なった，窮載

丑は874軸である．

燃料消費量は燃料消費計（ニッサン，25β，ジーゼル

用）をトラクターに装備して測定した．作業時間と旋回

時間は，ストップウオッチで測定し，各時間率を算出し

た．スリップ率は次式により算出した．

スリップ率＝彗訝×100
品：無負荷時1回転進行距離

gd：負荷時1回転進行距離

その他，トラクタの調整は第2表に示す通りである．

第2表．作業工程試験成節
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2．試験結果

作業能率は，10〃当り所要時間16・2分，1時間当り作

業面前37．03°であった．

1台当りの作業時間は第3表に示した通り12．16分で

あった．これを畜力による堆肥散布作業（第4表）に比

べると，3倍強の高能率である．しかし．敢込時間率

（39．2％）は有効作業時間率（37．8％）より大きく（第

2表・第3衷），絞込みに多くの時間を要していること

を示している．この実級では，堆肥場が供試圃場に接近

しているため，運行時間率は割合少なく，20．1％であっ

た．

燃料消費量は，10（7当り0．47g，1時間当り1．74βで

あった．

第3表．1台当り作業時間

全作業
時　間

3l874晦t4．4㌔14・3㌔ 2．3㌔10．2Pl12

第4表．畜力による堆肥散布作業工程

注．東北最試研究報告第14号ドリル播栽培法に関する
研究．第1軌′ト麦のドリル播栽培法．

2．作業精度試験

1．試験方法

トラクタ及び堆肥散布機は前項の試験と同様のものを

用い，1961年11月16日に試験を行なった．散布量および
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散布変異の測定は，縦横50C椛間隔に線を引いたシート

（第1回）を平地に敷き，その中心部（9と10の間）を

供託機を秒速1．14桝で走行させて，堆肥を散布した後，

0．257児2毎の堆肥の重量を計蛋し，散布量および縦方向，

横方向の変異係数を差出した．なお，散布丑調節は，5

段階について行ない，堆肥は完熟堆肥を用いた．

2．試験結果

試験結果は第5表の通りである．

第5表．散布量調節レバー位置及び散布間隔
による散布量並に変異

注．縦方向変異係数は，散布巾7．5〝まとし，縦方向50

C屈間を単位として算出した．横方向変異係数は各
々の散布間隔で横方向50C流間を単位として算出し
た．

堆肥散布機の散布量調節レバー位置（以下レバー位置

という）肋1は散布量が最も少なく，すわ．2・Ab．3・

肋4及び肋．Sの順に多くなった．Ahlの散布量は少

なく実用に適さない．散布間隔を狭くすれば，散布量が

多くなり．散布巾3別の場合に対し，2．5桝・2桝はそ

れぞれ約15％・35％増加した．横方向変異は，レバー位

置3を除けば，Ah2・肋．4・♪わ．5　と散布量が多くな

るにしたがって少なくなる傾向がある．また，散布間隔

が狭い程横方向変異が少なくなった．縦方向変異は，い

ずれのレバー位置でも少なかった（レバー位置3の場

合，他のレバー位置に対して，横方向・縦方向の変異が

大きいのは，実験のミスと考えられるので再検討した

い1．

散布間隔は，散布変異・散布駄及び作業能率に関係す

るが，散布むらを少なくするためには，レバー位置∧h

5は3′）3．5椚・肋4は2．5～3〝雀・肋2・すわ，3は2．0

～2．5別の範囲が適当であろう．

3．牽引抵抗試験

1．試験方法

トラクターおよび堆肥散布機は前項の試験と同様のも

のを用い，1961年9月27日に試験を行なった．圃場は馬

鈴薯収穫跡地を用いた．土壌含水率は49．9％（表層部の

平均）．堆肥をホッパーに積込んで作業状態とし，スト

レーソ・メーターを使用して測定した．測定要領は第2

図に示す通りである．すなわち，牽引車（三菱・3トソ・

クローラ塾トラクター）で牽引し，まず全抵抗（供託ト

ラクター＋供試作業機）を測定，次に走行抵抗（供試作

業機を除去し，供託トラクターのみの抵抗）を測定し，

次式により求めた．

作業機の牽抵抗＝〔トラクター＋作業機〕の牽引抵抗

－トラクター走行抵抗

川き．ヤ・

第2囲．索引抵抗測定要額

2．試験結果

堆肥散布機の牽引抵抗は第6表の通りで，実抵抗380

軸であった．これは，ポットム・プラウ（12〝×2）によ

る耕起作業の約柏弱の抵抗であり，トラクターの牽引力

からみて軽作業に属する．

4．括　　　　　騎

1．堆肥散布機の作業能率は，畜力による堆肥散布作

業能率に比べて約3倍の高能率である．しかし，積込時

間は，作業時間中の39．2％を要し，作業能率を低下させ

ている．したがって，マニュア・ローダの利用によって

療込作業を機械化すれば，更に能率を高めることができ

るものと思われる．

燃料消費量は非常に少なく，10〃当り0．47g，1時間

当り1．74gであった．

2．散布量は散布量調節レバー位置と散布間隔によっ

て，いずれの散布量にも対応できる．

散布変異は散布量が多い程，また散布間隔が狭い程少
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ない傾向が見られ，実用的な散布間隔は，レ／く一・位置

Ah5では3～3．57円，胸．4では2．5～3タ招，肋2・∧払

3では2′）2．5，符の範囲が適当であると思われた．

3．牽引抵抗は380毎であり，トラクターの牽引力か

ら見て軽作業である．

飼料カブの生育相か　ら　みた

栽培技術的要因の解明

大　沼　寿太郎・阿　部　　　武

（山形県農試最上分場）

当地方における乳牛に対する飼料構成を検討してみる

と，冬期疏雪期間中の飼料を如何にするかということ，

すなわち冬期間の貯蔵飼料の生産増大・確保ということ

が極めて重要な問題となっている．

本研究はこれ等貯蔵飼料の中でも重要なウェイトを占

めている飼料カブにつき，地上部及び抜き取りした地下

都の調査からその生育のステージを明らかにし，茎葉の

繁茂と税別巴大に関係する要因を見出し．耕種設計上の

資料にしようとするねらいを以って実施したものである

が，その概要は次の通りである．

1．調査の相巨穿

1．供試品種　当卿こて育成中の仮称「豊里カブ」

2．播種期　8月15日

3．栽植密度　畦巾60C所，株間308那

4．調査月日　8月25日・9月5日・9月15日・9月

25日・10月5日・10月15日・10月25日

11月5日・11月25日・12月5日

5．調査項目

地上部：草丈・薬数・菓巾・菓墓

地下部：棍長・板径・枚数・板重

6．調査方法　調査個体は3ブロック別に調査月日毎

15株宛選定し，この中より大・中・小

に抽出調査した．

2．調査結果の概要

各調査項目別の生育経過はおおよそ次の通りである．

1．草　丈

播種後9月末頃蓬は急激に伸長したが，その後11月中

旬迄の伸長はほとんど見られず漸次低下した．これは気

温の低下に伴って多くなる古薬の落葉によるものと見ら

れる（第1表）．

2．葉　数

おおよそ草丈の伸長と同様の傾向が見られるが，ただ

草丈より若干早く，11月上旬頃より少なくなってきてい

る．これは10月上旬頃より見られた枯葉が11月5日頃よ

り落葉を開始したためと見られる（第1図）．

3．板　長

9月下旬頃迄の生長は比較的早いが，その後援悼なが

ら11月中旬頃迄生長を続けるようである．これは調査は

場の欠陥があり生長が充分でなかったためではないかと

思われる（第2表）．

4．根　径

この調査では収穫期蓬漸次太さが増してきている（第

2図）．

5．板　数

9月15日迄は急激に増え，10月中旬頃迄若干の増加を

見せるが，その後はほとんど変わらない（第2図）．

6．菓　重

9月下旬迄急激に増加し，その後10月下旬より11月上

旬頃迄は，ほとんど変わらず進行し，以後急激に減少す

る．9月下旬から11月上旬頃迄の増減を大・中・小別に

検討して見ると，株肥大の大きなもの樫，菓重も重く，

且つ遅い時期迄肥大し，小さい株の薬重は軽く且つ早目

に軽くなっている．しかし大・中・小を問わず収穫時の

菜重はほとんど変わらない（第3図）．

7．板　重

菓重と違って収穫期迄肥大を続ける．特に9月末頃迄

の肥大は急激であることが認められる．これを大・中・

′ト別に検討してみると，11月5日迄の増加は著しいが，

その後は比較的緩慢であるのに反し，中及び小の株は収

穫時刻巴大を続けるためか，根重は増加の一途を辿る


